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はしがき

HTLV・1は 、お もに ヒ トのT細 胞 に感 染 し、非 常に高悪性度 の成人T細 胞 白

血病 ・リンパ腫(ATL)を 引き起 こす。 またEBウ イル スは、 リンパ球 をは じめ

と して、上皮系細胞 にも感染 し、 ヒ トの様々な悪性腫瘍の発生に関わることが

明らかに されてきた。 これ らウイルス関連腫瘍は、一般に悪性度が高 く、また

化学療法に抵抗性のものが多数で、予後不良な症例が多 く、不幸な転機を辿 る。

難治性悪性腫瘍の治療における、これ らの諸問題 を克服すべ く、近年新たな

治療法 として、特異的癌抗原ペプチ ドをワクチ ンとして患者に投与す る試みが

開始 されてきた。本邦の施設か らも、腫瘍退縮などの 目に見える効果を実感出

来る症例が報告 されている。難治性 のこれ らウイルス関連腫瘍 にも、将来有効

な癌抗原ペプチ ドワクチンが開発 されれば、患者のQOLの 改 善に貢献出来 るは

ずで ある。

本研 究では、EBVとHTW・1に よる宿主 の発癌 に重要 なLMP1、Tax遺 伝

子産物 に対す る、ヘルパーT細 胞 の反応 を詳 細 に解 析 し、promiscuousにHLA

クラスII分 子 に結合 し うるヘルパ ーT細 胞 エ ピ トー プペ プチ ドを多数 同定 した。

特筆すべきところは、誘導 した腫瘍抗原特異的T細 胞 が、ATL細 胞株 やEBV

陽性NKIT細 胞 リンパ腫細胞株 を認識 し、細胞傷害活性を示 したことである。

将来 これ らのペプチ ド用いた癌 ワクチンを臨床応用 し、新たな免疫療法の確立

に向けた研究に発展 させていきたい。

研究代表者:小 林 博也(旭 川医科大学助教 病理学講座免疫病理分野)
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